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２月１５日から始まった、第一回定例議会は「２０年度�

予算委員会」で２０年度中野区一般会計が約９７４億円で決まり、３月２１日の�

本会議をもって終了しました。私は中野区議会２０年度予算・総括質疑で、�

２月２７日質問に立ち、中野区の  ①財政運営について  ②未収金について �

③生活道路（狭あい道路）と道路台帳について ④知的障害者の就労意欲の�

向上について、７０分間にわたり区の見解を質しました。�

平成20年・第一回定例議会報告�

20年度予算、約974億円�

20年度�
一般会計予算�
歳出・歳入の内訳�

歳入�
９７４億円�

諸収入 １１億円（１.１％）�特別区債 １５億円（１.６％）�

負担金、使用料及び�
手数料 ２７億円（２.８％）�

地方消費税交付金、�
利子割交付金等�
５７億円（５.９％）�

その他 ４９億円�
（４.０％）�

特別区交付金�
３５２億円�
（３６.１％）�

国・都支出金�
１５６億円�
（１６.０％）�

特別区税�
３０７億円（３１.５％）�

歳出�
９７４億円�

議会費 ８億円（０.８％）� その他 ３９億円�
（４.０％）�

公債費 ６４億円�
（６.５％）�

都市整備費�
７７億円（７.８％）�

区民生活費�
９２億円（９.５％）�

教育費�
１０１億円（１０.４％）�

経営費�
１０４億円�
（１０.７％）�

子供家庭費�
１６９億円�
（１７.４％）�

保険福祉費�
３２０億円�
（３２.９％）�

中野区の一般会計予算はここ１０年、毎年９００～１０００億程度で推移しています。また、

区民税の基礎となる人口も３０～３１万で推移し、大きな税源となる大企業もさほどあり

ません。こうした限られた財源の中で、人件費が下がった分以上に扶助費が増え、特に

生活保護費は１８年度１１５億円で４年度に比べると実に２.６倍にもなっています。�

この結果、河川整備などの投資的経費が圧迫され、住み良いまちづくり計画に支障

をきたします。私は区の予算配分のかたよりを「今後どうしていくのか？」尋ねました。

これに対し区は再検討すると答えたにとどまりました。�

財政運営について�

予算配分にかたより！�

自主財源増加の確保を！�
不安定な国や都からの交付金に頼らず、自主財源増の施策を立てることが�
大切であり、その結果住み良い中野のまちづくり推進につながる！�

年々増え続ける扶助費（子供家庭費、保健福祉費など）が予算の半分以上で、�
学校、病院、道路などの投資的経費を圧迫！�
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